テーマ：親亡き後をどうするか

第1回　障害者の社会保障制度（福祉サービス）の整理

NPO明石ともしび会家族会2009年6月例会
於　コスモス共同作業所　2009/6/27（土）

年金

国民年金（障害基礎年金）（会社に勤めていた人は障害厚生年金）
　　例）　障害等級　2級の場合、132,016円×6回＝792,096円

　　問題点・・・発症時の認定が難しい場合がある。
　　　　　　　　保険金を納めていなかった場合（必要期間の2/3以上）。

　　

	障害等級

	重い障害
1級障害
	やや重い障害
2級障害
	やや軽い障害
3級障害
	軽い障害

一時金

	
	常時介護

	随時介護


	労働が著しく
制限を受ける
	生活に制限
（言語等）

	
	1級障害基礎年金

1級障害厚生年金
	2級障害基礎年金

2級障害厚生年金
	3級障害厚生年金
	


障害年金をもらうための手続き

　　原則として初診日から1年6カ月を経過したときに請求

　　その後悪化した場合は65歳までなら裁定請求できる
健康保険
・国民健康保険被保険者証

有効期限・・・平成21年11月30日

交付年月日・・・平成20年12月1日（有効期間1年、更新の必要あり）
　　保険料・・・低所得者の場合、約20,000円（年）

・自立支援医療受給者証（精神通院医療）→2-3.を参照
・重度障害者医療費受給者証（精神以外の疾病）→3.を参照

・精神保健福祉法による医療（任意入院、措置入院、緊急措置入院、医療保護入院、

応急入院、移送）
税金

市民税、県民税の非課税対象者…障害者・・・・に該当される人で前年の合計所得金額が125万円以下の人
障害者をめぐる福祉サービス

1.障害者手帳（精神障害者保健福祉手帳）
精神障害*のため、日常生活や社会生活にハンディキャップを持つ人に精神障害者保健福祉手帳を交付します。等級により税の減免、医療費助成などを受けることができます。申請には所定の診断書または精神障害を事由とする障害年金証書等の写し、または、特別障害給付金受給証等の写しが必要です。
*（統合失調症、精神作用物質による急性中毒またはその依存症、知的障害、精神病質その他の精神疾患を有する人）

兵庫県

障害等級・・・（障害等級　1級、2級、3級）

交付年月日・・・（平成  年  月  日）

　　有効期限・・・2年間→更新が必要

　　申請・・・福祉事務所（医師の診断書が必要）

2.自立支援法よる障害福祉サービス

　　自立支援給付（サービスの給付を希望する人が市町村に申請→障害程度区分の認定、支給要否の決定→指定事業者と契約）→2-1.参照
　　　　　介護給付…常時介護が必要な人に対して・・・居宅介護（2-2.参照）、生活介護、療養介護、ケアホーム（共同生活介護）
　　　　　訓練等給付…自立訓練（生活訓練、期間あり）、グループホーム（共同生活援助）、就労移行支援（一般就労、期間あり）、
　　　　　　　　　　　就労継続支援A型（雇用契約、年齢制限）、

〃　　　　　B型（非契約、年齢制限なし）
　　　　　自立支援医療…2-3.参照
　　　　　　　等

　　地域生活支援事業（地域活動支援センター等）
2-1.障害福祉サービス受給者証

認定・・・明石市？
障害種別　　1　身体障害者手帳

　　　　　　　2　療育手帳

　　　　　　　3　精神保健福祉手帳

障害程度区分　　例）　区分2

利用者負担上限月額　1,500円（*低所得1の場合）
　　　〃　　　　　　3,000円（*低所得2の場合）
認定有効期間・・・平成18年10月1日から平成22年2月28日

支給決定期間・・・平成21年3月1日～平成22年2月28日

2-2.障害者自立支援法介護給付

（指定居宅介護）居宅介護（区分1以上、ホームヘルプサービス）
病院等のホームヘルプステーション

身体介護・・・入浴、排泄、食事等の介護

家事援助・・・調理、洗濯、掃除、買い物、等の日常生活上の世話
	
	30分まで
	30分～1時間
	1～1.5時間
	以後30分毎

	身体介護　
	230単位
	400
	580
	82

	家事援助
	80
	150
	225
	75


*低所得1…市町村民税非課税世帯、障害者の収入80万円以下

*低所得2…市町村民税非課税世帯

2-3. 自立支援医療受給者証（精神通院）

　　精神疾患の治療のため通院される方の医療費の自己負担が保険の種類に関係なく10％ですむ制度です。ただし、病状や所得の状況により月額上限が設けられます。この制度は、入院治療には適用されません。申請には所定の診断書が必要です。
支給認定・・・兵庫県知事

申請書受理等・・・明石市

有効期間・・・平成21年3月1日～平成22年2月28日（更新が必要）
　　使えるところ

病院、診療所　（精神疾患による医療）

薬局　　　　　（精神疾患による医療）→お薬手帳

デイケア　　　（精神疾患による医療）
自己負担上限額（市民税非課税世帯）　　

	本人収入（年）
	80万円以下
	80万円超え

	自己負担上限額（月）　　　　
	2,500円
	5,000円


3.そのほかの医療補助

3-1.重度障害者医療費受給者証（精神疾患による医療は助成対象外）

　・・・市町による差がある。明石市は厚い。
重度の身体障害者（身体障害者手帳1～3級の人）、知的障害者（療育手帳A・B1の人）、または精神障害者（精神保健福祉手帳1.2級の人）で一定の条件を満たしている人に医療費を助成します。医療機関の窓口で健康保険証とともに「障害者医療費受給者証」（申請により交付）を提出すれば、保険診療費の自己負担額が助成されます。助成対象者は、国民健康保険の被保険者または各種社会保険の被保険者及び被扶養者で、所得制限があります。
　認定・・・明石市長

　　一部負担金　外来　300円まで　（月2回）

　　　　　　　　入院　　1割負担　1200円まで

有効期間・・・平成20年7月1日～平成21年6月30日

3-2.心身障害者等歯科診療 

　一般の歯科開業医では治療困難な心身障害者（児）の歯科治療及び保健指導を行っています。 

[問い合わせ]明石市立休日歯科急病センター兼障害者等歯科診療所（電話/078-918-5664・ファックス/078-918-5665） 

4.特別障害者手当 

 　　常時、特別の介護を必要とする20歳以上の次の人に支給します。ただし、所得制限があります。また、施設に入所している人や3か月以上入院している人などは除きます。原則として医師の診断書が必要です。 

● 身体障害者手帳2級以上の障害や重度の精神障害などが重複している人。または、これと同程度の障害のある人 

● 身体障害者手帳2級以上の障害と、それぞれ異なった3級程度の障害が2つあり、あわせて3つの障害のある人 

● 内部障害1級で、絶対安静を必要とする人 

● 重度の精神障害で、日常生活の用がまったくできない人 

5.障害児福祉手当 

 　　常時、特別の介護を必要とする20歳未満の次の人に支給します。対象は、身体障害者手帳1級か2級の一部の障害または精神障害のある児童で、特別児童扶養手当以外の障害を事由とする公的年金を受けていない人です。ただし、所得制限があります。また、施設に入所している場合は除きます。原則として医師の診断書が必要です。 

6.明石市バス共通特別乗車証

　　障害者単独

その他
1. 心身障害者扶養共済制度
　　　身体障害者（児）（1～3級）、知的障害者（児）及び精神障害者の保護者が、生存中に毎月掛金を払い込む任意加入方式の保険制度で、保護者が死亡したり重度の障害者になったりしたときに、残された障害者に年金が支給されます。
任意加入、保護者死亡→年金支給（24万円、48万円）　　

実施・・・都道府県・指定都市

　　窓口・・・市、福祉事務所

加入できる保護者の要件　・・・65歳未満、疾病、障害がない等
　　

2.成年後見制度
3.生活保護

4.社協（社会福祉協議会）
5.住まいの確保

　　グループホーム

　　自宅

　　公営住宅

　　家賃補助

　　家計補助

　　
